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ある。具体的には，2006 年 4 月に立教大学に入学し，教職課程に登録した学生お
よび文学部教育学科初等教育課程の学生を対象に，その学生たちが，3 年生後期に
































































⑵　その際，すでに 1 年生の 2006 年 10 月の段階で実施している，同一の質問項目との調査結
果を比較する。アンケート回答者のプロフィールは詳しく後述するが，2006 年調査（以下，06






⑶　また，1995 年から 2003 年にかけて実施した同一対象者への追跡調査の結果も残されている。
3 年生を対象とした 2008 年調査に対応するのは，1997 年調査（以下，97 年調査と略称）である。
ほぼ同一の質問項目について，この両者の調査結果を比較することも，今回の方法とした。約
10 年を経て同じ 3 年生の教育観・教職観の比較も試みてみたい。
⑷　なお，以下の本論文において，各調査はつぎのような表示をすることとした。表 1 に，学
年進行にともなう調査時期と調査の対象を示した。
つまり，1995 年から 2003 年までの追跡調査を第Ⅰ期とし，今回の 2006 年から 2008 年まで
実施している追跡調査を第Ⅱ期とした。97 年調査（第Ⅰ期第 2 次調査）48 名，08 年調査（第Ⅱ
























３．アンケートの質問構成（2008 年 10 月）
　紙幅の関係でアンケート用紙は掲載できないので，以下に設問 1 ～ 17 までの質問項目を示し
























の教職課程履修者に占める割合は 31.3% にあたる。そのうち，06 年調査と 08 年調査の共通回答
者は 96 名で，教職課程履修者に占める割合は 14.6% にあたる。





97 年調査 06年調査 08年調査
06年 08年
共通回答者
回答者数 113 442 223 96
学年
１年生 - （    -  %） 374 （84.6%） - （    -  %） - （    -  %）
２年生 - （    -  %） 44 （10.0%） - （    -  %） - （    -  %）
３年生 96 （85.0%） 10 （  2.3%） 206 （92.4%） 96 （100 %）
４年生以上＊ 17 （15.0%） 11 （  2.5%） 3 （  1.4%） - （    -  %）
その他＊＊ 0 （  0.0%） 2 （  0.4%） 13 （  5.8%） - （    -  %）
不明 0 （  0.0%） 1 （  0.2%） 1 （  0.4%） - （    -  %）
所属学部
文学部 78 （69.0%） 299 （67.6%） 146 （65.5%） 81 （84.3%）
うち教育学科 31 （27.4%） 124 （28.1%） 88 （39.5%） 62 （64.6%）
経済学部 5 （  4.4%） 38 （  8.6%） 12 （  5.4%） 6 （  6.3%）
理学部 11 （  9.7%） 35 （  7.9%） 31 （13.9%） 6 （  6.3%）
社会学部 10 （  8.9%） 18 （  4.1%） 6 （  2.7%） 1 （  1.0%）
法学部 6 （  5.3%） 36 （  8.1%） 8 （  3.6%） 2 （  2.1%）
経営学部 - （    -  %） 5 （  1.1%） - （    -  %） 0 （  0.0%）
観光学部 - （    -  %） 1 （  0.2%） 3 （  1.3%） 0 （  0.0%）
コミュニティ福祉学部 - （    -  %） - （    -  %） 6 （  2.7%） - （    -  %）
現代心理学部 - （    -  %） - （    -  %） 1 （  0.4%） - （    -  %）
その他＊＊＊ 3 （  2.7%） 9 （  2.0%） 10 （  4.5%） 0 （  0.0%）
不明 0 （  0.0%） 1 （  0.2%） 0 （  0.0%） 0 （  0.0%）
性別男性 34 （30.1%） 186 （42.1%） 87 （39.0%） 37 （38.5%）
女性 79 （69.9%） 255 （57.7%） 135 （60.5%） 59 （61.5%）
不明 0 （  0.0%） 1 （  0.2%） 1 （  0.5%） 0 （  0.0%）
※ 1） ＊大学院を含む，＊＊科目等履修生など，＊＊＊大学院・科目等履修生など。
※ 2） 97 年調査とは，95 年調査時に 1 年生であった対象者が，3 年生になったときに実施した調査結果である。
※ 3） 97 年調査の 3 年生の 96 名のうち，95 年調査（1 年次）と 97 年調査（3 年次）の共通回答者は 48 名。内
訳は，中高教職課程履修者 31 名・初等教育課程 17 名，教育学科以外の学科 28 名・教育学科 20 名で
あった。
※ 4） 06年調査とは2006年4月入学者を対象にした調査，08年調査とはその学生が3年次に行った調査である。











教育学科は，文学部の 4 学科のうちの 1 学科（ほかにキリスト教学科・文学科・史学科）とし
て位置づけられている。学生は 3 年次の段階で，原則として本人の希望により教育学課程と初




た初等教育課程の科目を担当している。なお，2006 年度から１学年の学生数が従来の定員 60 名
から 115 名に増員された。実質の学生数も 70 ～ 80 名から 130 名へと増加した。今回の対象者は，
増加した初年度の学生たちである。2006 年度入学の 3 年次の内訳は，教育学課程 61 名・初等教
育課程 70 名の 131 名である5。
表 3　教職課程の学年別履修者数	 単位：人
1997 年度 2006 年度 2008 年度
１年生 272（うち教育学科  8 人） 541（うち教育学科 14人） 547（うち教育学科　8人）
２年生 302（うち教育学科 11人） 471（うち教育学科 11人） 507（うち教育学科 24人）
３年生 396（うち教育学科 52人） 498（うち教育学科 53人） 658（うち教育学科 87人）
４年生 438（うち教育学科 52人） 574（うち教育学科 66人） 573（うち教育学科 61人）
大学院生及び科目等履修生 59 90  80
合計 1,467 2,174 2,365
※ 1） 各年度，立教大学学校・社会教育講座教職課程『教職研究』より作成。
※ 2） 履修者数のうち 3 年生以上は，教育学科初等教育専攻の学生数も算入されている。
※ 3） 97 年調査対象者（48 名）が教職課程履修者に占める割合は 12.1% にあたる。
※ 4） 08 年調査対象者（206 名）が教職課程履修者に占める割合は 31.3% にあたる。
※ 5） 06 年調査と 08 年調査の共通回答者（96 名）が教職課程履修者に占める割合は 14.6% にあたる。
表 4　教職課程３年生の所属学部　　　　　　　　　　　　　			　				単位：人
1997 年度 2006 年度 2008 年度
文学部  251  255  337
経済学部 38 48 50
理学部 52 91 95
社会学部 20 27 34
法学部 35 44 46
経営学部 - 8 8
観光学部 - 26 34
コミュニティ福祉学部 - 32 41
現代心理学部 - 10 13
※ 1） 各年度，立教大学学校・社会教育講座教職課程『教職研究』より作成。




中高の教職課程の過去 10 年間の平均課程修了率は約 46％（最高 49.7％・最低 42.8％）である。










2006 年調査との比較から」（『立教大学教育学科研究年報』第 51 号 2008 年 3 月）pp.84- 85 を参照され
たい。







５ 2008 年 5 月 1 日現在。なお，2006 年度入学生は，東京教師養成塾に初めて入塾する学年でもある。3










































08年調査  人 　数 パーセント 97年調査  人 　数 パーセント
おおいに・やや 146   70.9 おおいに・やや 33   68.7
あまり・まったく   48   23.3 あまり・まったく 14   29.1
不　明   12     5.8 不　明   1     2.1
合　　計 206 100.0 合　　計 48 100.0
表 6　大学の授業以外の勉強
08年調査  人 　数 パーセント 97年調査  人 　数 パーセント
おおいに・やや 104   50.5 おおいに・やや 20   41.7
あまり・まったく   84   40.8 あまり・まったく 25   52.1
不　明   18     8.7 不　明   3     6.3
合　　計 206 100.0 合　　計 48 100.0
表 7　サークル活動
08年調査  人 　数 パーセント 97年調査  人 　数 パーセント
おおいに・やや 122   59.2 おおいに・やや 28   58.4
あまり・まったく   69   33.5 あまり・まったく 19   39.6
不　明   15     7.3 不　明   1     2.1
合　　計 206 100.0 合　　計 48 100.0
表 8　ボランティア活動および地域活動
08年調査  人 　数 パーセント 97年調査  人 　数 パーセント
おおいに・やや   58   28.1 おおいに・やや   5   10.4
あまり・まったく 129   62.6 あまり・まったく 39   81.3
不　明   19     9.2 不　明   4     8.3
合　　計 206 100.0 合　　計 48 100.0
表 9　アルバイト
08年調査  人 　数 パーセント 97年調査  人 　数 パーセント
おおいに・やや 149 72.4 おおいに・やや 34   70.9
あまり・まったく   50 24.2 あまり・まったく 13   27.1
不　明     7   3.4 不　明   1     2.1
合　　計 206 100.0 合　　計 48 100.0
表 10　交遊関係
08年調査  人 　数 パーセント 97年調査  人 　数 パーセント
おおいに・やや 171   83.1 おおいに・やや 41   85.4
あまり・まったく   28   13.6 あまり・まったく   7   14.6
不　明     7     3.4 不　明   0     0.0
合　　計 206 100.0 合　　計 48 100.0
102
2.　08 年調査と 97 年調査との比較
表 8から「ボランティア活動および地域活動」について 97 年調査と比較すると，97 年調査で
はボランティアに「おおいに打ち込んでいる」「やや打ち込んでいる」学生が 28.1% であったこと，
また「おおいに打ち込んでいる」学生が 2.1% から 9.2% に増加している点から考えると，興味や
関心はむしろ高まっているといえるのかもしれない。
　また，設問 14 ではこれまでの六つの項目の中から大学生活でとくに意味あるものについて






08年調査  人 　数 パーセント 97年調査  人 　数 パーセント
大学の授業   45   21.8 大学の授業   8   16.7
授業以外の勉強   19     9.2 授業以外の勉強   3     6.3
サークル   50   24.3 サークル 13   27.1
ボランティア     9     4.4 ボランティア   0     0.0
アルバイト   33   16.0 アルバイト   4      8.3
交遊   32   15.5 交遊 19   39.6
不明   18     8.7 不明   1     2.1
合　　計 206 100.0 合　　計 48 100.0
さらに，表 12 に示しているとおり，08 年調査でも 97 年調査でも，とくに意味あるものとし
て選んだ際の自由記述からは，将来の進路にかかわるものとして「授業」を捉えている学生と「学
ぶために大学に入った」「今学ぶべき」と捉えている学生が多いことがわかる。たとえば，「教師
になるため」（08 年 53），「将来にダイレクトに関係してくるから」（08 年 77），「将来の自分のた
めに必要なことであるから」（97 年 36），「やはり自分の将来に関わっていく問題だから」（97 年
39），「勉強するために大学に来ているので」（08 年 102），「学生のうちにたくさん勉強したいから」
















１ 前田一男 他「大学生の教育観・教職観の形成過程に関する追跡調査研究：1995 年調査と 2006 年調査
との比較から」（『立教大学教育学科研究年報』第 51 号 2008 年 3 月，pp.89-96.
（宮下佳子）
表 12  大学生活で打ち込んでいるもの（設問 14　自由記述）　　












































































の 6 項目について，4 段階（とても強い・やや強い・やや弱い・とても弱い）での自己評価をた
ずねている。この質問項目は，対象者たちが入学時（06 年調査）にも設けられており，97 年調














両調査に共通して回答した者 96 名を抽出し，06 年調査結果を表 14に，08 年の結果を表 15に
まとめた。
　06 年調査結果を分析した際にも，自己認識の肯定率については 08 年調査と同じ傾向がみられ
ていた1。しかし，共通回答者を通して 2 回の調査結果を比較すると，全体的に自己認識の肯定
率が高まっている。たとえば，責任感は，78%（06 年）→ 89%（08 年）となり「とても」「やや」
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27.7 16.0 34.0 18.9 2.4 1.0
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さに不安がある」(08 年 210) といった，深刻な教育問題を前にした自信のなさを思わせるよう
な記述がみられることには注意が必要である。養成教育にとどまる問題ではないが，このような
不安に対してどのような対応が可能なのか，検討が求められる。 
















表 21　教職志望度　08年調査結果と 06年調査結果（共通回答者による）　　　　	 	 　 	 n=206			数値：％　
強く希望 できれば希望 なんとも あまり希望せず まったく希望せず 不明
08年 36.5 18.7 29.2 14.6 1.0 -
06 年 33.3 15.6 29.2   9.4 1.0 11.5
表 22　教職志望度　97年調査結果　　　　　　　　　　　　	　 	 　 　 　 　 　 　 	 n=48　数値：％　
強く希望 できれば希望 なんとも つきたくない まったくつきたくない
18.8 18.7 37.5 16.7 8.3
表 23　教職への魅力度　97年調査結果　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 	 n=48　数値：％　
強く感じる やや強く感じる どちらかというと感じる どちらかというと感じない あまり感じない まったく感じない
31.3 20.8 29.2 10.4 6.2 2.1
109大学生の教育観・教職観の形成過程に関する追跡調査研究⑵／Ⅲ
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 1 前田一男 他「大学生の教育観・教職観の形成過程に関する追跡調査研究：1995 年調査と 2006 年調査







 5 たとえば，「最終的に教師になりたいという気持ちは変わらない」（08 年 41），「“大変”と言われはし
ても魅力じたいはずーっと変わらずに感じている」（08 年 60）と記した回答者は，魅力度の変化につ
いては「変わらない」を選択している。
 6 たとえば，「父が教員で色々嫌な部分も見てるので」（08 年 16），「プラス面もマイナス面も知ったの






　本章は，大学 3 年生（08 年調査）の教職観の特徴を明らかにすることを目的としている。教職
観は 1 年次（06 年調査）から学年の進行によって，どのように変化しているのか。あるいは共通
する部分はあるのか。また同じ 3 年生でも，11 年という時期の違い（97 年調査）によって，変
化している部分と共通する部分は何かを捉えたい。




　以下では，まず 3 年次（08 年調査）の集計結果を中心に，教職観の特徴とその変化を概観する。
つぎに，クラスタ分析を行って教職観をクラスタに分類し，クラスタごとの特徴と変化をみてい
く。また，06 年調査と 08 年調査の共通回答者は，1 年次から 3 年次にかけてどのようにクラス
タ移動をしたのかについて検討を加えたい。
２．調査項目ごとの特徴とその変化






















は 14 項目のうち 12 項目で合計値が増加している。なかでも「④研究的仕事」は +19.1 ポイント，
「⑨視野が狭い」は +18.7 ポイント，「⑫公私区別なし」は＋15.7 ポイント高い。肯定的・否定的
の両質問項目で支持が高まっていることから，教職観は学年とともに共有される傾向にあるとい
えよう。
つぎに，学年間で合計値を比較すると，3 年次（08 年・97 年）は否定的項目のうち 6 項目が 1
112
年次（06 年）よりも高い。「⑧問題責任大」は 08 年 88.8％，97 年 93.7％，「⑩権威に弱い」は 08






ている。内的側面の合計値は，学年の進行とともに増加し，同じ 3 年生と比較すると 97 年より
も 08 年のほうが高い。教職に対して内的充足や専門職性を求めるという傾向は，学年の進行と
ともにまた近年において，より強まっている。












質問項目 08年（3年次）調査 06年（1年次）調査 97年（3年次）調査
②創造的・発展性 （女性）82.7 ＜ 89.7（男性） ― ―
⑤社会的評価 （男性）44.8 ＜ 48.9（女性） ― （男性）44.8 ＜ 48.9（女性）
⑥経済的安定 ― （男性）53.7 ＜ 66.8（女性） ―
⑦勤務条件良 （男性）28.2 ＜ 35.4（女性）（男性）27.5 ＜ 37.2（女性） ―
⑩権威に弱い ― ― （男性）45.5 ＜ 89.1（女性）
⑫公私区別なし ― （女性）59.6 ＜ 63.7（男性） ―
〈取得免許・学科別〉
質問項目 08年（3年次）調査 06年（1年次）調査 97年（3年次）調査
②創造的・発展性 （中高）84.7 ＜ 87.3（初等） ― ―
④研究的仕事 （中高）66.2 ＜ 74.6（初等）（他学科）43.8 ＜ 61.8（教育） ―
⑦勤務条件良 （中高）29.8 ＜ 41.9（初等） ― ―
⑪保守的 ― （他学科）63.5 ＜ 75.6（教育） ―
































































































　一方で，3 年次は 08 年・97 年ともに肯定的，否定的，両面的の 3 クラスタに分類できるとい
う共通性がみられる。肯定的クラスタは，肯定的項目の平均値が高く否定的項目は低い。否定的
クラスタは，否定的項目の平均値が高く肯定的項目で低い。両面的クラスタは，肯定・否定の両





　ここまで 1 年次，3 年次の回答者全員を対象としてクラスタに分類し検討を行ってきた。学年
の進行によってクラスタが変化していくことが明らかになったが，学生たちはどのクラスタへと
移動したのか、あるいは移動しなかったのだろうか。ここでは 1 年次（06 年調査）と 3 年次（08
年調査）の共通回答者を対象としてクラスタ移動を追い，回答傾向を明らかにしていこう。
　表 26は，共通回答者のクラスタごとの人数と構成比を表している。共通回答者は，06 年調査




　図 3	では，3 年次（08 年）クラスタの内訳を，1 年次（06 年）の出身クラスタの人数で示した。
115大学生の教育観・教職観の形成過程に関する追跡調査研究⑵／Ⅳ
図 3	から，学年の進行によるクラスタ移動を「肯定的」「否定的」「肯定否定以外」の 3 カテゴリ
ー間で確認すると，1 年次は「肯定的」（肯定内的と肯定外的）で 3 年次に否定的または両面的ク
ラスタへ移動したのは 23 人，「肯定的」で変わらなかったのは 26 人。「否定的」でクラスタ移動
をしたのは 23 人，変わらなかったのは 7 人。「肯定否定以外」のあいまいクラスタで移動したの
は 20 人，変わらなかったのは 2 人である。したがって共通回答者のうち 3 カテゴリー間でクラ
スタ移動をしたのは 57 人（59.4％），変わらなかったのは 35 人（36.5％）である。
　こうした内訳から，まず学年の進行によるクラスタ移動が最も多かったのはあいまいクラスタ
で，「肯定的」に 11 人，「否定的」に 9 人移動している。3 年次になると各クラスタの独立性は強
まるが，あいまいクラスタでは肯定・否定への分化が顕著にみられる。一方，クラスタが変わら
なかったのは肯定内的が最も多く 20 人で，クラスタ移動をしなかった学生のうち 74.3％を占め






クラスタ名 1年次回答者 共通回答者 クラスタ名 3年次回答者 共通回答者
肯定内的 102（28.0%） 33（35.4%） 肯定的    95（47.0%） 46（48.4%）
肯定外的   60（16.5%） 16（17.2%） ― ― ―
否 定 的 105（28.8%） 22（23.7%） 否定的   81（40.0%） 35（36.9%）
あいまい   97（26.7%） 22（23.7%） 両面的   26（13.0%） 14（14.7%）
小計 364（100%） 93（100%） 小計 202（100%） 95（100%）
除外 10　      　    3　       　  除外 4　       　   1　      　 



















うになる。共通回答者の 60％近くが 1 年次から 3 年次にかけて回答の仕方を変えているように，
教職観は学年の進行による変化が大きく，11 年という調査時期の違いがあっても，大学 3 年生
の教職観には共通性が認められる。また，女子学生は教職の社会経済的側面に対する評価が高く，
初等教育課程学生は教職を「研究的仕事」として捉える傾向にも変化はみられなかった。一方で、









のか考察する必要がある。また，3 年生の教職観は 4 年次にはどのように変化するのか。1 年次
から 4 年次までを通した検討も必要である。
註
 1 08 年調査，06 年調査，97 年調査の各質問項目の選択数および選択率などは，日本教師教育学会第 19
回大会の発表資料を参照。
 2 06 年調査の学科別は，文学部教育学科の学生と教育学科以外の学部・学科の学生に分割した。08 年
調査の取得免許別は，小学校教員免許を取得できる文学部教育学科初等教育課程の学生と，中学校・
社会科，高等学校・公民の教員免許を取得できる初等教育課程以外の学生に分割した。
 3 前田一男 他「大学生の教育観・教職観の形成過程に関する追跡調査研究：1995 年調査と 2006 年調査
の比較から」『立教大学教育学科研究年報』第 51 号　2008 年 3 月，p.103.
 4 同上。
 5 まず「とてもそう思う」を 4 点，「ややそう思う」を 3 点，「あまりそう思わない」を 2 点，「まったく
そう思わない」を 1 点として回答結果を点数化した。分散分析は各クラスタを独立変数，回答結果を











できるのかを，06 年調査や 97 年調査と比較しながら，問うていきたい1。
ここでは，アンケート調査の設問 12 において，以下の表 27にみるように 16 の力量項目を設

























n=206, 単位 : 人・選択率
n=206, 単位 : 人・点
第 1位 第 2位 第 3位 第 4位 第 5位 合　計
1位 ①授業力 41 19.9 43 20.9 34 16.5 28 13.6 16 7.8 162 15.7
2 位 ②把握力 45 21.8 42 20.4 21 10.2 15   7.3 16 7.8 139 13.5
3 位 ③積極的関わり 59 28.6 23 11.2 23 11.2 11   5.3 12 5.8 128 12.4
5 位 ④見抜く力 17   8.3 17   8.3 18 8.7 15   7.3 20 9.7   87   8.4
4 位 ⑤表現力 12   5.8  21 10.2 24 11.7 23 11.2 11 5.3   91   8.8
8 位 ⑥集団把握力   4   1.9 13   6.3 13 6.3 16   7.8 17 8.3   63   6.1
7 位 ⑦度量の広さ   6   2.9 15   7.3 21 10.2 23 11.2 15 7.3   80   7.8
⑧研修能力   5   2.4   6   2.9   6 2.9   8   3.9 12 5.8   37   3.6
6 位 ⑨毅然たる態度   8   3.9   7   3.4 19 9.2 24 11.7 24 11.7   82   8.0
⑩芸術的感性   0 0   3   1.5   2 1   4   1.9   6   2.9   15   1.5
⑪同僚との協力   0 0   2 1   6 2.9 10   4.9 21 10.2   39   3.8
⑫教材指導力   4   1.9   7   3.4 10 4.9   9   4.4   9   4.4   39   3.8
⑬論理的能力   1   0.5   3   1.5   3 1.5   9   4.4 11   5.3   27   2.6
⑭実技能力   0 0   0 0   0 0   2 1   2 1 4   0.4
⑮自己の位置づけ   0 0   0 0   1 0.5   3   1.5   3   1.5     7   0.7
⑯学問研究   1   0.5   3   1.5   2 1   1   0.5   5   2.4   12   1.2
不明   3   1.5   1   0.5   3 1.5   5   2.4   6   2.9   18   1.7
合　　計 206 100.0 206 100.0 206 100.0 206 100.0 206 100.0 206 100.0
第 1位 第 2位 第 3位 第 4位 第 5位 合　計
  1位 ①授業力 41 205 43 172 34 102 28 56 16 16 162 551
  2 位 ②把握力 45 225 42 168 21 63 15 30 16 16 139 502
  3 位 ③積極的関わり 59 295 23 92 23 69 11 22 12 12 128 490
  5 位 ④見抜く力 17 85 17 68 18 54 15 30 20 20 87 257
  4 位 ⑤表現力 12 60 21 84 24 72 23 46 11 11 91 273
  8 位 ⑥集団把握力 4 20 13 52 13 39 16 32 17 17 63 160
  6 位 ⑦度量の広さ 6 30 15 60 21 63 23 46 15 15 80 214
10位 ⑧研修能力 5 25 6 24 6 18 8 16 12 12 37 95
  7 位 ⑨毅然たる態度 8 40 7 28 19 57 24 48 24 24 82 197
⑩芸術的感性 0 0 3 12 2 6 4 8 6 6 15 32
⑪同僚との協力 0 0 2 8 6 18 10 20 21 21 39 67
  9 位 ⑫教材指導力 4 20 7 28 10 30 9 18 9 9 39 105
⑬論理的能力 1 5 3 12 3 9 9 18 11 11 27 55
⑭実技能力 0 0 0 0 0 0 2 4 2 2 4 6
⑮自己の位置づけ 0 0 0 0 1 3 3 6 3 3 7 12
⑯学問研究 1 5 1 4 2 6 1 2 5 5 10 22
不明 3 15 3 12 3 9 5 10 6 6 20 52






これを，第 1 位に選択している項目についてさらに仔細にみてみると，先の上位の 3 項目の
総合順位が逆になっており，それぞれの特徴をみることができる。第 1 位に選択されているのが




が読みとれる。その一方で，「①授業力」については，第 1 位（19.9%），第 2 位（20.9%），第 3 位
（16.5%），第 4 位（13.6%）と平均的に選択されていることが特徴となっている。そして選択率全
体として 16 項目のうち「①授業力」が 15.7% で 1 位となっている。この高順位に選択されてい
る項目と選択率が平均的に高い項目との，二つの要素をもって，第 1 グループが形成されている













そのような 08 年調査の集計結果は，2 年前の 06 年調査から，同一対象者のなかでどのよう
に変化しているのであろうか。学年進行による両者の集計結果の比較を試みたのが，図 4（次頁）




きる。まず，選択率全体の第 1 位が，06 年調査が「②把握力」（17.1%）であったものが，08 年
調査では「①授業力」（14.8%）と変わっていることである。つぎに，第 1 位の選択項目に注目し
たとき紙幅の関係でここには載せていないが，06年調査で「②把握力」（27.1%），「③積極的関わり」
（27.1%）の 2 項目であったものが，08 年調査では「③積極的関わり」（32.3%）の項目が抜きん出
120
るようになったことである3。
重みづけからも比較してみると，図 5で示したように，第 1 グループ（「①授業力」，「②把握
力」，「③積極的関わり」）の顕著なまとまりの構成は，共通している。1 位の「②把握力」，2 位の「③
積極的関わり」，3 位の「①授業力」の順位も，双方とも同じである。
ただ注意したいのは，その 3 者の内容である。06 年調査では第 1 グループ内の第 1 位と第 3
位の差が 126 ポイントあったのが，08 年調査では 44 ポイントにまで縮小されていることである。
その縮小の要因で注目されるのが，第 1 グループのなかで，「①授業力」への評価が，06 年調査














つづいて，08 年調査と 97 年調査の集計結果から，約 10 年前の大学 3 年生の力量観と，時期
による比較を試みてみたい。図 6がその比較表である。
選択率からまず指摘できることは，第 1 グループと第 2 グループとに明確な差が出てきたと










択順位についても，「①授業力」が 97 年調査で 8.3% であったものが，08 年調査で 19.9% に倍増
していることには，注目しなければならないだろう。（なお，206 名を対象とした 08 年調査で第





97 年調査の重みづけからみた場合，第 1 グループは「②把握力」（295）と「③積極的関わり」
※  この「重みづけ」については、97 年調査の対象者が 48 名、08 年調査の対象者が 206 名という違いがあるため、
「重みづけ」合計を、対象者を共通に 100 名として考えた場合に換算し直して、双方を比較している。
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（256）の 2 項目で構成されているものの，08 年調査では，「①授業力」（267），「②把握力」（243），





97 年調査の第 2 グループは，「①授業力」（187），「⑤表現力」（185），「④見抜く力」（175），「⑦
度量の広さ」（129）の 4 項目で構成されていたが，08 年調査では第 2 グループは「⑤表現力」（132），
「④見抜く力」（125），「⑦度量の広さ」（104）の三つで構成されるようになり，「①授業力」が第
1 グループに吸収されるようになったのだ。下位項目なるが，「⑥集団把握力」は，97 年調査か






























1, 2 ここで示した 16 の「教師として必要な力量」選択項目それ自体の研究課題についても，前号の「教
師に必要な力量観」「大学生の教育観・教職観の形成過程に関する追跡調査研究：1995 年調査と
2006 年調査との比較から」『立教大学教育学科研究年報』第 51 号 2008 年 3 月， p.107 を参照されたい。
 3 紙幅の関係で，06 年調査の集計表は省略している。ちなみに「①授業力」（全体の選択率 12.1％）に
ついては，第 1 位（10.4%），第 2 位（9.4%），第 3 位（16.7%），第 4 位（9.4%），第 5 位（14.6%）と平
均的に選択されている。
 4 拙稿「『教師に必要な力量』観の変化とその構造」「教職に関する意識と力量の形成過程──養成段階









06 年調査との比較を行い，学年進行にともなう意識の変化について検討したい。また，約 10 年
前の調査（97 年調査）との比較を行うことで，時期による意識の違いについて検討する。
アンケートでは，設問 10 として理想の教師像，設問 11 では教職への不安について尋ね，自
由に記述する形式で回答を得た。その記述内容を検討し，「理想の教師像」については 7 カテゴ








































化しているのだろうか。ここでは，06 年調査と 08 年調査の両方に回答している者（共通回答者）
96 名の記述状況を比較し，この点について検討する。
⑴　学年の進行による「理想の教師像」の変化





側 p 値 0.0185），「③授業・学級経営・諸指導」（片側 p 値 0.0280），「④教育や教職への意識・専
門性」（片側 p 値 0.0362）の三つ，逆に有意に減少しているのが「②子どもとの関わり」（片側 p
値 0.0362）であった。
子どもへの対応や接し方と関連する「①子ども理解・把握」や「②子どもとの関わり」の合計は


















①子ども理解・把握 15.6% 29.2% ＋ 13.5＊
②子どもとの関わり 61.5% 47.9% − 13.5＊
③授業・学級経営・諸指導 8.3% 18.8% ＋ 10.4＊
④教育や教職への意識・専門性 10.4% 20.8% ＋ 10.4＊
⑤保護者や家庭・社会との関係 1.0% 1.0% 0.0
⑥性格・人間性・人物 13.5% 22.9% ＋ 9.4
⑦特になし・わからない 4.2% 2.1% − 2.1 









　他方，「教職への不安」には変化がみられるのだろうか。表 33は，06 年調査と 08 年調査にお
ける「教職への不安」への記述状況を示したものである。06 年調査では 4 位であった「⑥教師の







　これに対して，「②授業・学級経営・諸指導」（片側 p 値 0.0152）と，「⑥教師の仕事・生活」











①子ども理解・子どもとの関わり 24.0% 11.5% −12.5＊
②授業・学級経営・諸指導   7.3% 18.8% ＋11.5＊
③保護者や家庭・社会との関係 25.0% 33.3% ＋  8.3
④教育問題・子どもや学校の状況 18.8%   8.3% −10.4
⑤教育行政・政策   4.2%   4.2% 0.0
⑥教師の仕事・生活 15.6% 34.4% ＋18.8＊＊
⑦適性・性格   9.4% 11.5% ＋  2.1
⑧教員採用   8.3% 10.4% ＋  2.1
⑨大学での教職教育・養成制度   2.1%   2.1% 0.0
⑩その他   1.0%   3.1% ＋  2.1
⑪特になし   1.0%   1.0% 0.0















によって異なるのだろうか。そこで，約 10 年前に，同じ 3 年生を対象とした 97 年の調査と 08
年調査を比較して，時期による違いについて検討したい。
⑴　時期による「理想の教師像」の違い
















①子ども理解・把握 37.5% 22.8% −14.7＊
②子どもとの関わり 72.9% 49.0% −23.9＊＊
③授業・学級経営・諸指導 12.5% 17.5% ＋  5.0
④教育や教職への意識・専門性 22.9% 18.0% −  5.0
⑤保護者や家庭・社会との関係   6.3%   0.5% −  5.8
⑥性格・人間性・人物 27.1% 20.4% −  6.7
⑦特になし・わからない   2.1%   1.0% −  1.1











　表 35は，97 年調査と 08 年調査における「教職への不安」への記述状況を示したものである。
97 年調査では 6 位であった「③保護者や家庭・社会との関係」が 08 年調査では１位に上昇して
いるなど，「理想の教師像」と異なり，各項目の順位が大きく変化している。
　記述の割合についても変化がみられる。フィッシャーの正確確率検定の結果によれば，「①子
ども理解・子どもとの関わり」（片側 p 値 0.0128）と，「④教育問題・子どもや学校の状況」（片















①子ども理解・子どもとの関わり 31.3% 15.5% −15.7＊
②授業・学級経営・諸指導 20.8% 14.1% −  6.8
③保護者や家庭・社会との関係   4.2% 27.7% ＋23.5＊＊
④教育問題・子どもや学校の状況 20.8%   7.3% −13.6＊＊
⑤教育行政・政策   0.0%   4.9% ＋  4.9
⑥教師の仕事・生活 29.2% 26.2% −  3.0
⑦適性・性格 18.8% 10.2% −  8.6
⑧教員採用   2.1%   8.7% ＋  6.7
⑨大学での教職教育・養成制度   0.0%   1.0% ＋  1.0
⑩その他   6.3%    1.9% −  4.3
⑪特になし   2.1%   2.9% ＋  0.8























刊）1997 年 8 月 5 日付）。
２ 「奥田文相がいじめ防止を緊急アピール　中学生の自殺続きで」『朝日新聞』（夕刊）1996 年 1 月 30 日付。
３ たとえば，「不登校急増，9 万 4000 人　中学は 61 人に 1 人　昨年度の小中学校」『朝日新聞』（朝刊）
1997 年 8 月 9 日付。
４ 朝日新聞のデータベース（聞蔵Ⅱ）によれば，「モンスター・ペアレント（モンスター・ペアレンツ）」
という呼称が報道で用いられるようになったのは，2007 年頃からである（初出は「問題ある親，教委
が対応　警察ＯＢらとチーム　教育再生会議第２次報告案」『朝日新聞』（朝刊）2007 年 5 月 25 日付，
また，2007 年 2 月 1 日には，NHK「クローズアップ現代」において「要求する親　問われる教師」と
いうテーマの番組が放送されている）。ただし，保護者の要求する無理難題については，2005 年には
新聞報道が確認できる（たとえば，「保護者の「無理難題」　受験のため１カ月休みを・全学級担任案…」




　今回の対象者が 1 年生であった前回の 2006 年に実施したアンケート調査を通して確認できた
ことは，教職課程の学生の自己認識，教職観の特徴とその変化，教師に必要な力量観，また，理
想の教師像と教職への不安など，それぞれの観点を通じて基本的な枠組みともいうべき特徴が，




　それらをふまえて，今回の 08 年調査が実施された。その目的は，対象者が 3 年生になり，し
かも 4 年生での教育実習の経験がまだの段階で，06 年調査の大学 1 年生で抽出した教育観，教
職への意識，教職のイメージなどが，学年の進行によって，その後どのように変化しているのか









をもっていた。「Ⅲ. 教職課程の学生の自己認識」でも，06 年調査の大学 1 年生の段階では，責
任感が強く勤勉だと自覚しつつも，十分に指導力があるとは必ずしも思っていないという自己認
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